
 

 

３年生   実践事例    

市の様子「富山市のいろいろな乗り物」 

 

指導目標 ◎市内にある様々な公共交通の種類や広がりを調べ、市の特色やよさについて自分な
りの考えをもつことができる。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

公共交通と土地利用が結びついて、市にはさまざまな公共交通があることや市を代表
するポートラムの特徴を知ることにより、自分たちの住む地域や公共交通への愛着を
深めることができる。 

対象学年 ３年生   

対応教科 社会科 

標準校時 １２コマ   

学習構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．土地利用と公共交通の結びつきを知る 

３．公共交通の大切さを話し合う 

・地図と乗り物の写真を使い、市を走っている乗り物（公共交通）を知

る。 

・公共交通が走っているところを市の様子と関連させることで、市の中

心部に公共交通が多いことに気づく。 

・公共交通は多くの人のくらしとつながっていることに気づく。 

 

・富山港線が廃線になることが決まった事実があることを伝え、なくな

ったら困る人（学生、高齢者など）がいることに気づく。 

・多くの人が行きたい場所に行けるように公共交通が整備されているこ

とをおさえる。 

２．公共交通の役割を考える 

・ポートラムと富山港線の写真を見比べ、どんな人が何のために利用し

ているのかを考える。 

４．ポートラムの特徴を知り興味をもつ 

・ポートラムの良いところに気づく。 

 

５．市の乗り物の感想をまとめる 

・市の乗り物について感想をまとめる。 



 

 

３年生［社会_市の様子～富山市のいろいろなのりもの］ 

  

 

  

指導案例 



 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

■本時で活用する資料 

 

 

 

資料：富山市のりもの語り教育 




